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＜連絡先＞ 工藤悦子：〒         札幌市中央区南 条西  丁目 札幌医科大学寄附講座緩和医療学
本研究 目的 ､ 乳  ､ 婦人科系   術後患者 抱     浮腫   生  経済的側面 関  社会心理的 影響 明          ｡ 対象 ､ 寄附講座緩和医療学主催    浮腫     参加    乳  ､ 婦人科系   術後患者  名   ｡                 行 ､
質的記述的分析 行  ｡  結果､ 乳  ､ 婦人科系   術後患者 抱     浮腫   生  経済的側面 関  社会
心理的 影響   ､【   浮腫 治療 継続       抱  負担】､ 【   浮腫 関  情報 曖昧 】､ 【   浮腫    生      思 】､ 【  治療､ 検査 継続       抱  
負担】          抽出   ｡ 患者 金銭的 負担    ､ 情報 得       社会心
理的 負担 抱    ｡ 個々 患者 合      浮腫 関  情報提供 患者自身    浮腫 
関  情報 容易           環境整備 求    ｡     ：乳  ､ 婦人科系  ､    浮腫､ 経済的負担                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        )                                                   )                                     )                                          )                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            ：                                                              .        .      (    )
原 著
Ⅰ.           浮腫 婦人科系  ､ 乳   術後 起  ､ 発
症原因 治療方法 明確    ､ 一度発症   完治 
難  ｡ 日本  推定年間     人 慢性    浮腫症






治療 関  情報 理解        )｡            ) ､ 乳  経験者   ％    浮腫    聞       ､   ％    浮腫 診断      ､ 治療 受           ％         ｡ 患者     浮腫 関  知識 乏  ､         
自分 原疾患  関係   判断     ､     ､
医療者側    浮腫 対  理解 少  ､ 適切 治療 行    場合      示唆   ｡
近年   浮腫 治療 対      高  ､     年   ｢   浮腫指導管理料｣  新設  ､ 弾性着衣 (圧




Ⅱ. 研 究 目 的
乳  ､ 婦人科系   術後患者 抱     浮腫   生  経済的側面 関  社会心理的 影響    
明          ｡
Ⅲ. 研 究 方 法
寄附講座緩和医療学 (以下､ 当講座   )  ､ 年間通  定期的    浮腫     開催    ｡ 毎年 
月 参加者 募集  ､ 専門的 知識提供 実技 交  
行   ｡ 本研究  ､       参加者  名 対象 ､





内容  逐語録 作成 ､ 逐語録 熟読  ｡ 参加者全員  ､    浮腫   生  経済的負担 関  何   語    ､             浮腫   生  経済的側面 関  社会心理的 影響 示 内容 文脈
単位 抽出 ､ 意味内容 損          化  ｡  後､ 全     類似  内容    ､ 抽象化        作成  ｡ 分析 際 ､ 複数 研究者間 検









者    ％ ､ 発症   年以上    ％    ｡ 就業 関  ､ 何   仕事        ％､ 仕事         ％    ｡
分析 結果､ 乳  ､ 婦人科   術後患者 抱     浮腫   生  経済的側面 関  社会心理的 影
響   抽出        ､           患





  ､ ｢  場 払    万弱 ､ 一度払           ､ 割 苦痛   ｣  語  ､ [     保険
適応        総額換算 費用 大  ]   ､ ｢ 
足  万    枚     万          ｣  語   ｡   ､ ｢                   ｣   [     保険適応 申請    時間 長 ] 負担 感 ､ [     保険適応 申請     状
況       対処  不安]   ､ ｢年       考    ｣  語   ｡ [保険適応外     購入
時 高額 ]   ､ ｢保険適応  足 駄目     自腹 買       ､    高        ｣  語 ､
[         費用 負担 大  ]   ､ ｢             金       ｡  時間     円 
自己負担   ｣  語   ｡ .【   浮腫 関  情報 曖昧 】         [   浮腫    持    知識 曖昧 ]､ [   浮腫     詳細 説明 少  ]､
[   浮腫 専門医  受診方法      ]､ [   浮腫     治療    費用 関  情報 得   ]､ [自分      浮腫 関  情報収集   ]             構成   ｡
｢手術      取     ､ 重    持             軽 知識   生活       ｣ ､ 患者 現在持       浮腫 情報 少  状況    ｡   ､ ｢浮腫 心配        ､  相談    ､ 大丈夫    ？  ､ 言   ｣   ｢外来 
先生     行      浮腫  言     ､    浮腫 知    ､            言   ｣ ､ 患者    浮腫 関  情報 求   詳細 情報 得     状況    ｡   浮腫 専門医 受診  ､ ｢   浮腫外来 診
断書           ？｣  ､ 受診方法     
困惑    状況    ｡    ､    浮腫 専門医 受診  際､ ｢診察 保険    ？      自由
診療    ？｣､ ｢同 病院  違        紹介     ､          値段 違     ｣  ､   浮腫 治療 費用 関  情報 得     状況    ｡
一方､            浮腫     参加､    浮腫 専門医 講習   活用 ､ 自分   情報収
集 行     語 患者   ｡ .【   浮腫    生      思 】   ､ [   浮腫 一生             現実    ]､ [慣        浮腫              ]             構成   ｡
｢病棟 看護師         仕方 習    ､
絶対 自分       思     触 方 ｡           ｡    触 方   ､   片足 持  
歩            思   ､ 本当 ｡    ､
一生             ｣  ､    浮腫 一生       現実  思  語   ｡ 一方､ ｢硬        慣      ｣､ ｢   (弾性      )
履  美     ､      ｣  自分      浮
腫      方 見出    様子 語   ｡ .【  治療､ 検査 継続       抱  負担】   ､ [   浮腫以外     治療 検査    費用 大  ]､ [継続的   治療 費用        将来  不安]             構成   ｡
｢  月 注射 薬  万      ｡    毎月             ｣  ､   治療 検査 継続      実質的 経済的負担 語    ｡   ､ ｢自分 命 関                    ､ 自
分 病気         金使          ｡
息子 今後受験      ｡ 例  何 症状 出 ､   薬                     ｣  ､      生          費用  不安 語   ｡
Ⅴ. 考 察
乳  ､ 婦人科系   患者    浮腫   体験  困難   経済的負担      明          )   )｡ 本研究  ､ 【   浮腫 治療 継続       抱  負担】  [     保険適応        総額換算 費用 大  ]､ [保険適応外     購
入時 高額 ]､ [         費用 負担 大  ]   実質的 経済負担 ､ 先行研究 同様 結果  言  ｡    ､ [    購入時 一旦全額自己負担     抵抗感]､ [     保険適応 申請    時間 長 ]､ [     保険適応 申請     状況       対処  不安]    ､ 保険適応     言 
一旦全額自己負担     負担 大  ､ 保険適応分 
払 戻 手続  自分          負担感      明      ｡      負担感 ､ 通院治療    患者 日常的 医療者 語    少  ､ 実質的 経済負担    助長   要因          
考  ｡








実    ]  感  ｡ [慣        浮腫              ]       ､ 患者      浮腫      方 模索     ､ [自分      浮腫 関  情報収集   ]       ､    
浮腫 管理 ､ 患者自身 委       多 ｡      ､ 医療者 患者    浮腫 関  情報 求    ､    誰       情報 得         ､
具体的 情報収集 方法 含  情報提供 望   ｡
患者 ､    浮腫 負担    ､ 再発後 治療 苦    )  [   浮腫以外     治療 検査    
費用 大  ]､ [継続的   治療 費用        将来 不安]  抱    生活    ｡ 濃沼  )  ｢患


















年齢   歳代       歳代        歳代         歳代       




疾患 発症     年数  ～ 年未満      ～ 年未満       ～ 年未満       ～ 年未満      ～ 年未満      年以上       
外来診療 頻度   月毎        月毎       月毎         月毎       月毎       月毎       年毎      年毎        浮腫 診断         浮腫  感     期間  ～ 年未満           ～ 年未満       ～ 年未満       ～ 年未満      ～ 年未満      年以上      
仕事 有無                  
◎仕事   者 職種 会社員      
公務員        他      
文 献 ) 二渡玉江, 樋口友紀, 中西陽子他：  手術治療 伴    浮腫   現状 関  全国調査. 北関東      ：     ,      )                    ：                                                                           ,      ) 西田恭子, 川本   , 保宗幸子：術後早期      浮腫予防 効果：婦人科  患者          効果 通  . 看護学雑誌  (  )：         ,    
 ) 高橋美幸, 中山崇, 久連山智子：当院    乳  
術後    浮腫      取 組 . 医療 広場  ( ) ：     ,      )                      ：                                          .                        (  ) ：         ,      ) 河村進, 横山隆, 谷水正人他：   浮腫診療 地域






















【   浮腫    生      思 】 [   浮腫 一生             現実    ] ｢病棟 看護師         仕方 習    ､ 絶対 自分       思     触 方 ｡           ｡    触 方   ､   片足 持  歩            思   ､ 本当 ｡    ､ 一生             ｣
[慣        浮腫              ] ｢硬        慣      ｣ ｢   (弾性      ) 履  美     ､      ｣
【  治療､ 検査 継続       抱  負担】 [   浮腫以外     治療 検査    費用 大  ] ｢  月 注射 薬  万      ｡    毎月             ｣[継続的   治療 費用        将来  不安] ｢自分 命 関                    ､ 自分 病気         金使          ｡ 息子 今後受験      ｡ 例  何 症状 出 ､  薬                     ｣
 )                               ：                                                                                                (  ) ：         ,      ) 診療点数早見表    年 月版.東京,医学通信社,    ,     ) 濃沼信夫：  治療 巡 医療経済学. 治療  ( ) ：         ,       ) 増島麻里子, 佐藤禮子：乳  治療後    浮腫 
患者     苦悩. 千葉看護学会誌  ( ) ：     ,      ) 仲村周子, 神里   ：   浮腫 伴  乳  患
者 日常生活困難感   対処法   自己  折 
合 . 沖縄県立看護大学紀要  ：   ,       ) 小林理恵, 渡邊岸子：   浮腫       実態 継続困難 関  検討. 新潟大学医学部保健学科紀
要 ( ) ：       ,       ) 阿部恭子：乳  患者       促 退院指導     .             ：       ,     
工藤悦子､ 岩本喜久子
―  ―
